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旨 

 
 請願の趣旨  

 
いま政府は、定率減税の全廃をはじめ配偶者控除、扶養控除といった人的控除
の廃止や給与所得控除の縮小をねらった税制改正を実施しようとしています。こ
れまでに、老齢者控除の廃止、配偶者特別控除・定率減税の縮小、住民税の非課
税処置が廃止され、中・低所得者に重い負担になっています。その上、サラリー
マン大増税を実施しようとしています。そして、２００７年には消費税を引き上
げようというのです。これ以上のサラリーマンへの増税、不公平な消費税の増税
は生活を圧迫し所得格差を拡大、社会不安を増大するもので断じて許せません。 
財政赤字・少子高齢化を増税の理由に掲げていますが、まずは、大企業や大金
持ちへの優遇税制を改め、能力に応じた公平な負担、公正で公平な税制を確立す
べきです。当面消費税と引き替えに実施された、法人税と高額所得者への減税処
置を改め、税率を元に戻すべきです。それだけで１０兆円を超える財源が確保で
きます。 
 

 請願事項  
 

１ 定率減税の全廃、配偶者控除や扶養控除、給与所得控除の縮小・廃止などサ
ラリーマン大増税は行わないこと。 

 ２ 消費税の引き上げは実施しないこと。 
 ３ 大企業や金持ち優遇の減税を改め適正に課税すること。 
 

以上地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 
 


